
〒

## ## ##

～ 箇年度)

##

##

t （ ) t （ ）

指標の状況

不要な照明および空調制御等を実施することにより、イオンモール岡山・イオンモール倉敷とも
温室効果ガスの排出が抑えられると考え、年1％の削減を見込んで令和5年度比2％削減の達成を目標
にいたしました。

①

②

イオンモール岡山

6令和 (

別紙

温室効果ガス排出削減計画

県内の
主　な
工場等

所　　在　　地工場等の名称

業種名：69

倉敷市水江1番地

主たる業種

イオンモール倉敷

事業の
概　要

番号

大規模地域開発及びショッピングモール開発と運営。
岡山県においては、イオンモール岡山・イオンモール倉敷の2店舗を管理運営。

不動産賃貸業・管理業
分類

コード

台）

③CO2換算3,000t以上①燃料等原油換算1,500kℓ以上

（●工場等の数

削減目標

年度

いずれか
を選択

計画期間

総排出量基準

令和

10～5%

％

96.5%0.031

千㎡×h

ｔCO2

※　「計画期間」欄には，５箇年度以内で特定事業者が定める期間を記入する。　

②

基準年度

0.018565

（該当事業者のみ記入）

ベンチマーク指標 5

ショッピングセンター業

対象事業の名称 関連数値（令和

CO2 / CO2 /

0.018944

達成率(%)年度）

kl/㎡以下

目標削減率

基準年度の
主な工場等
の排出量

7目標年度（令和

原単位基準 2.0

原単位当たり排出量
（原単位基準の
削減目標を選択
した場合に記
入）

5%未満20～15% 15～10%

8,751

0.0316

イオンモール倉敷 3,214

売場面積×営業時間
（基準年度：471,385）

ベンチマーク

【目標削減率設定の基本的な考え方】

特定事業者
の該当要件 2

○

年度）年度）

千㎡×h

イオンモール岡山 5,716

2

年度）の排出量

7

ｔCO2

●車両台数（②該当の場合）

5工場等の名称

（法人にあっては名称）

基準年度（令和

排出量

基準年度（令和温室効果ガス 5

8,930

261-8539

本票作成

（法人にあっては主たる事業所の所在地）

千葉県千葉市美浜区中瀬1丁目5番1

部署名：

氏
　
名

住
　
所

戦略部　ESG推進グループ

イオンモール株式会社

岡山市北区下石井1丁目2番1

所

20%以上

②ﾊﾞｽ・ﾄﾗｯｸ100台、ﾀｸｼｰ250台以上

目標年度

ｔCO2

温室効果ガスの排出量と密接な関係をもつ値の内容

目標
区分

ｔCO2

ｔCO2

ｔCO2

ｔCO2

ｔCO2

年度

番号

①



工場等の名称

有　

その他

県内で
の取組

【再生可能エネルギーの導入計画】

　 無

　 無

有　

イオンモール岡山、イオンモール倉敷とも2023年12月より非化石証書を購入開始。
2024年度・2025年度は年間を通して非化石証書を購入し、実質CO2フリー電力での運営を行う。

【イオンモール倉敷】
・節水シール、消灯カードの掲示実施。
・イオンモール従業員、テナント従業員、関係会社従業員へISO14001環境教育を実施。
・イオンモール従業員、テナント従業員へ廃棄物指導・教育を実施。

【その他特記事項】

その他

【イオンモール倉敷】
・太陽光パネルの設置、自己託送方式による再エネ活用

措置内容

【イオンモール岡山】

【イオンモール倉敷】

【排出量削減のためのこれまでの主な取組】

【イオンモール岡山】
・毎月11日をクリーン＆グリーン活動の日として、店舗周辺の清掃作業を実施
（夏季は熱中症予防対策の為、休止中）

【イオンモール倉敷】
・拡大クリーン＆グリーン活動を2024年10月に実施予定。入店テナントスタッフ
　及び後方、事務所スタッフにて当館に隣接する酒津公園内の清掃活動を行う。
・2024年4月13日に全国植樹祭の一環として敷地内植樹イベント実施。
・倉敷市指定暑熱避難施設『クーリングシェルター』登録。

【計画期間中に目標削減率を達成するために実施する措置】

工場等の名称 取組内容

熱源システムの稼働・運転の最適化、日中の採光利用による照明消
灯、屋上駐車場の平日閉鎖に伴う照明・空調停止による省エネ、照明
スケジュール見直しによる点灯時間短縮

個別空調更新・大型空調更新工事、空調タイムスケジュール制御

【森林保全等吸収源対策への取組計画】

【イオンモール岡山】

【イオンモール倉敷】

県内で
の取組

・空調稼働時間の調整（閉店30分前停止）
・不要外壁照明の稼働停止
・従業員の出勤時の公共交通機関使用
・週末の公共交通機関利用促進「乗りトクCP」
・岡山県主催のライトダウンキャンペーンへの参加
・節水シール、消灯カードの掲示実施
・クールビズ、ウォームビズ運動の推進実施
・テナント従業員に対する環境教育（廃棄物、ISO14001関連）
・環境マネジメントシステムの実践

・熱源システムの稼働・運転の最適化
・館内サイネージ稼働時間見直し
・照明スケジュール見直しによる点灯時間短縮
・屋上散水による空調負担軽減
・館内及び店舗区画内へ冷風扇やサーキュレーターを設置し、
　夏季館内温度上昇を抑制

ゼネラルマネージャーを推進体制の責任者、オペレーションマネージャーを推進者とする。
年に1回以上省エネ委員会を開催し、省エネに取り組む。

【目標削減率達成のための推進体制】


